
食べて応援!! 地産地消で

第３弾の寄付先団体は『公益財団法人 やまがた森林と緑の推進機構』です（詳細は裏面）

⇒ 第４弾は令和５年２月、お楽しみに！

県では、世界中でＳＤＧｓの推進に取り組むＳＤＧｓ週間（※１）を含む１か月間（※２）を「やまがたＳＤＧｓ推
進月間」と設定しています。また、毎月19日を含む１週間は「地産地消ウィーク」にもなっています。
県産農林水産物をおいしく味わいながら、「ＳＤＧｓ」にも取り組める地産地消定食をぜひご賞味ください。

（※１）9/16～9/25 （※2）9/16～10/16

SDGｓ

地産地消定食
寄付金つき

１食あたり50円を県内でSDGｓ
に貢献している団体に寄付

（寄付金込み）

《テイクアウト（お弁当）受付は当日10時まで TEL 0233-23-2945（内線3131）》
※メニューは仕入れ等により
変更の可能性があります

第３弾 ９/16（金）～26（月）11：30～14：00

お食事処 千起－SENKI－（山形県最上総合支庁食堂）

ポイント３（9/20限定）ポイント１

『その場で当たるかも⁉』
定食ご注文の方に、抽選できの
こをプレゼントします。各日数量
限定で無くなり次第終了します。

16日（金） なめこご飯、芋煮

20日（火）
☆新庄南高校とのコラボメニュー☆
※詳細は後日お知らせします。どうぞお楽しみに！！

21日（水） きのこと鮭のクリーム煮

22日（木） きのこたっぷりメンチカツ

26日（月） きのことイカの和風パスタ、山ぶどうのゼリー

ポイント２

『最上のきのこ販売します‼』
最上総合支庁１階ロビーで、きのこ
の即売会を開催しますので、ぜひ
お立ち寄りください。

定食に関する問合せ/お食事処－千起－ＳＥＮＫＩ（23-2945 内線3131）（新庄市金沢字大道上2034 最上総合支庁１階）
本事業の問合せ/最上総合支庁農業振興課（29-1315）
協力/最上総合支庁森林整備課、最上地域林業振興協議会、Professionalきのこ山形、新庄市立図書館

ポイント２（9/16，22限定）

新庄南高等学校の生徒が考案した
メニューをご提供します！
（詳しくは後日チラシでお知らせ予定）

⇒新庄南高等学校のＳＤＧｓの取組み
を裏面に掲載中です

（左の写真）
昨年度の
メニュー試作
の様子

も り

最上地域は、総面積の約８割が森林。
県内で６割以上のシェアを占める最上の
きのこなど、森林の恵みをご堪能ください。



第３弾の寄付先団体 『やまがた森林（もり）と緑の推進機構』 のご紹介

経済、社会、自然環境など、世界が直面しているさまざ
まな課題を解決するために国連で採択された「持続可能な
開発目標」のことです。

ＳＤＧｓ（エスディージーズ）とは？

森林は、食料の安定確保、地球環境の保全、土砂災害の
防止、生物多様性の保護など、私たち人間が生きていくた
めに大きな役割を担っています。
持続可能な森林管理を進めていくことが大切です。

最上総合支庁ロビーで関連展示実施中！
ぜひお立ち寄りください（展示期間9/16～9/26）

公益財団法人やまがた森林と緑の推進機構は、

公益財団法人山形県林業公社と公益財団法人山

形県みどり推進機構が合併し、令和３年４月１

日に設立されました。

現在は、土地所有者との契約に基づく森林約

１万６千haの管理や緑の募金などを活用した県

民・企業による街の緑化活動や里山の森づくり

活動を支援しています。

～食べて応援!! 地産地消で ＳＤＧｓ～
地産地消定食 第３弾 インフォメーション

新庄南高等学校のＳＤＧｓの取組み

新庄南高等学校では、生徒による社会貢献に

つながるようなボランティア活動を積極的に行

なっています。

使い捨てコンタクトレンズケースを回収し、

障がい者支援に役立てる取組みや、使用済み使

い捨てカイロを回収して水質浄化に活かす取組

みなど、身近にできることから行動につなげて

います。

ＳＤＧｓ（エスディージーズ）とは？

目標15 陸の豊かさも守ろう

寄付金を贈呈いたしました

やまがたＳＤＧｓ推進月間

《緑の募金》

9/1～10/31は秋の強化期間です！お寄せいた

だいた「緑の募金」は森づくりや街の緑化に

活用させていただいております。

団体のHPから緑の募金紹介

ページがご覧いただけます→

最上地域のきのこ

山形県は、原木なめこの生産量が全国１位、菌

床なめこの生産量が全国２位なのをはじめ、きの

こ生産が盛んです。中でも最上地域は県内最大の

きのこの産地で、県内生産量に占める割合は、な

めこが５割以上、生しいたけとぶなしめじが６割

以上、えのきたけとまいたけが９割以上…合計で

なんと！県内の生産量の〝６割以上″を占めてい

ます。スーパーなどで販売されているきのこの産

地もぜひチェックしてみてください。

山形県では、県全体でＳＤＧｓの実現に向け行動す
る「やまがたＳＤＧｓ推進月間」を設定します。期間は、
9月16日（金）～10月16日（日）です。

「家事を平等に分担する」、「食べ残しをなくす」など、
県ホームページに掲載している取組み例なども参考
に、皆さんもＳＤＧｓの実現に向けて取り組んでみま
しょう。

詳しくはこちら（山形県ホームページ）⇒
又は、「山形県 SDGsで検索」

きのこ栽培には、丸太に穴をあけて菌を植え付ける「原木
栽培」と木材を砕いたおが粉に栄養を混ぜた培地に菌を
入れる「菌床栽培」があります。

地産地消定食第２弾の寄付金20,750円を
「最上地区民俗芸能団体懇話会」様に

寄付しました。ご協力ありがとうございました。

（左の写真）目録贈呈、（右の写真）左から千起 今井副料理長、
最上地区民俗芸能団体懇話会 中川会長、永澤産業経済部長
※写真撮影時のみマスクをはずしています


